
学校番号 １００１ 

平成 3１年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅲ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「高校美術３」 （日本文教出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

自分の思いや主張を造形活動により表現したいとき、形や色が素材・手段になります。美術ⅠやⅡ

で学んだ美術の知識や技術を踏まえて更により深い造形活動を経験し、生涯に渡って美術や美術文

化を愛好しましょう。日頃クロッキーをすることや社会に対して関心を持つことなどで感性を磨い

ておきましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

美術において創造的な活動を通じて、美的体験を重ね、生涯に渡って美術を愛好する心と美術文化

を尊重する態度を育て、感性と美意識を磨き、個性豊かな美術の能力を高める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への関心・ 

意欲・態度 
b:発想や構想の能力 c:創造的技能 d:鑑賞能力 

観
点
の
趣
旨 

美術の創造活動の喜

びを味わい、多様な表

現方法美術文化に関

心を持ち、主体的に表

現や鑑賞の創造活動

に取り組む。 

創造力や感性を働か

せ、感じ取ったことや

考えたこと、目的や機

能、美しさなどから主

題を生成し、創造的な

表現の構想を練る。 

創造的な美術の表現

をするために必要な

技能を身に付け、意

図に応じて、表現方

法を工夫している。 

美術作品などの表現

上の工夫や美術文化

などを理解し、その

よさや美しさを創造

的に味わっている。 

評
価
方
法 

制作の様子 

作品 

アイデアスケッチ 

制作途中の作品 

作品 

制作途中の作品 

作品 

鑑賞の様子 

ワークシート 

作品 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ デ
ザ
イ
ン 

【デザイン】 

学校行事のポスター制作 

A２版のデザインボードに体

育祭、文化祭・音楽祭のどれ

かのポスターを制作し、校舎

内に掲示する 

○  

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 a:美術の多様な表現に関心を

持ち、主体的に取り組むことが

できている。 

b:独創的な主題を生成し、意図

に応じた構想を練ることがで

きている。 

c:主題に合う表現の工夫がで

き、創造的な表現を追及するこ

とができている。 

制作の様子 

アイデアスケ

ッチ 

製作途中の

作品 

完成作品 

２ 自
由
制
作 

【絵画・彫刻】【デザイン】 

自由制作で各自の取り組む

作品の内容を決める。 

エスキース作成、制作の具体

的な計画決定から実際の作

業に移る。 

分野・内容決定は個別に指

導して制作を支援する。 

○  

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:自分の決めた作品の内容を

深く掘り下げて取り組もう

とする。 

b:アイデアそのものと、どのよ

うに具体化するのか、素材選

択、表現方法を計画的に練

る。 

c:主題を表現するのにふさわ

しい表現方法を最大限活か

している。 

d:相互に鑑賞し合い他者との

意見交換をし、自分の制作も

客観的に捉える。 

制作の様子 

アイデアスケ

ッチ 

製作途中の

作品 

完成作品 

３ 鑑
賞 

【鑑賞】 

２学期後半から冬休み中及び

１月開催の各種展覧会を鑑

賞してレポートを提出 

   ○ d:それぞれの鑑賞を踏まえて

互いに感想を述べ合い、これか

らの人生で美術や広く芸術に

どのように関わるのかを討論

する。 

レポート 

発表 

 

 

※ 表中の観点について a: 美術への関心・意欲・態度   b:発想や構想の能力 

c:創造的技能           d:鑑賞能力 

 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


